
火山土地条件図「神津島」から分かること
資料４

⚫島の中央に位置する天上山は、西暦838
年の火山活動により形成された溶岩円頂
丘(※1) 。周辺には白島や櫛ヶ峯といった
火砕丘(※2)とその火口が分布。

⚫島の西側に点在する平坦面は、この時の
火砕流が堆積してできた地形面。

⚫神津島の火山地形で最も新しい。

⚫島の北部に位置する神戸山、穴の山、花立（北部単
成火山列）は、７～９世紀の火山活動により形成さ
れた溶岩円頂丘(※1) 。

⚫神津島の火山地形で天上山の次に新しい。

⚫天上山の東側に位置するじょう
ご山は、約2.7～2.4万年前の火
山活動により形成された溶岩円
頂丘(※1) 。

⚫侵食が進んでおり、地形は不明瞭。

⚫天上山の南西側に位置する高処山、
大沢及び松山鼻周辺（南部単成火山
列）は、約3～2.2万年前の火山活
動により形成された溶岩円頂丘
(※1) 。

⚫高処山、松山鼻、大沢の順に形成さ
れたと考えられており、この中で一
番古い高処山は侵食が進んでおり、
地形は不明瞭。

⚫島の南西部の神津島空港が位
置する高台は、古い溶岩流（面
房溶岩流）を土台として約3～
2.2万年前に火砕物(※4)が堆積
してできた平滑な斜面。

⚫神津島空港はこの地形を人工的
に改変（盛土、切土）して造成さ
れた。

⚫天上山の北西側に位置する那智山は、約3万年前
の火山活動により形成された溶岩円頂丘(※1)と
火砕丘(※2) 。

⚫侵食が進んでおり、地形は不明瞭だが、かつて天上
山と同程度の大きさの山体があったことが伺える。

⚫島の至る所に分布する侵
食斜面(※5)や崩壊地・急崖
では、大雨や地震などで斜
面崩壊や落石が生じる可
能性が高く、注意が必要。

⚫斜面下部に見られる崖錐
(がいすい)・崩落堆(ほうら
くたい)・麓屑面(ろくせつ
めん)(※6)は、過去の崩壊
や落石による岩屑が堆積し
てできた地形であり、今後
も岩屑が到達する可能性
があるため、注意が必要。
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（※1）粘性の大きな溶岩によって形成された
ドーム状又は台地状の地形

（※2）風に運ばれて降下した火砕物(※4)

が火口の周りに積み重なってできた
円錐形の地形

（※3）土石流等によって運搬された岩屑が谷の出口等
に堆積してできた斜面

（※6）斜面崩壊や落石等によって運搬さ
れた岩屑が斜面下部に堆積して
できた斜面

（※4）噴火により火口から噴出された溶岩流を除く噴出物の総称

⚫神津島の市街地の大部分は、神津沢や
高処山斜面からの土石流等により運搬さ
れた岩屑が堆積してできた土石流堆積面・
沖積錐(※3)や上記の天上山の火砕流堆積
面の上に分布する。

⚫この地形の範囲には今後も大雨などで
土石流が到達する可能性があり、注意が
必要。 （※5）地表面が削られて形成された斜面
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